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-豊殿小で一日入学

豊殿小学校で2月26日、この 4月から

入学する園児を対象に、 「一 日入学」が行

われました。これは、入学前に小学校の

雰囲気になれ親しんで、もらうのがねらい。

65人の園児たちは、 一年生のお兄さんや

お姉さんたちといっしょに、{本育査官でジ

エンカを踊ったりして、楽しく過ごしま

した(=写真)。

市民と市長の日 4月2日(士)午前9時から正午まで、市役所3階市長室で。お気軽にどうぞ。



3月定例市議会が、 3月 l日から始まりました。

市議会は、 3月18固まで18日間の会期で聞かれま

す。今回は、 62年度一般会計補正予算、 63年度一

般会計予算など42議案が提案・審議されています。

市長施政方針の中から、 63年度を迎えるに当、た

ってこれから取り組もうとしている事業、施策に

ついて、主なも のを紹介します。

/63年度当初予算(案)のあらまし/
(万円未満四捨五入) 施政方針を述べる永野市長(右側)
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侃
年
度
一

般
会
計
予
算
案
2
1
2
億
円

-一般会計は…
癌

区 介 当初予算額 構成比

市 税 129億7，057万円 61. 0% 
地方 譲与税 2億5，000万円 1.2 
利子割 交 付 金 I億円 0.5 

自動車取得税 2億円 0.9 

地方交付税 10億4，000万円 4.9 

歳
交通安全対策特別交付金 3，000万円 0.1 

分担金負担金 6億1，403万円 2.9 

使用料及ぴ手数料 3億4，838万円 1.6 
国庫支出金 17億4，853万円 8.2 

入
県 支 出 金 8億2，973万円 3.9 

Rオ 産 収 入 1億1，647万円 0.5 

寄 F付 金 767万円 0.0 

繰 越 金 2億5，000万円 1.2 
諸 ~X 入 15億2，198万円 7.2 

市 債 12億4，650万円 5.9 

(合 計) 212億7，386万円 100.0 

i義 ぷ~、 費 2億5，590万円 1.2% 
務 費 24億4，341万円 11. 5 

民 生 費 43億3，377万円 20.4 

衛 生 費 14億7，324万円 6.9 

歳 労 億h 費 2億7，675万円 1.3 
農林水産業費 18億1，474万円 8.5 

商 工 費 16億5，375万円 7.8 

土 木 費 30億8，026万円 14.5 

出 i自 防 費 7億1，035万円 3.3 

教 育 費 27億6，547万円 13.0 
ァι、、j {責 費 24億3，622万円 11. 5 
予 備 費 3，000万円 0.1 

(合 計) 212億7，386万円 100.0 

ζ 

し

-特別会計は・・・

」zbz、 言十 名 当初予算額 1. 構成比

土 地取得事業 l億1，750万円 1.0% 
塩.固有線事業 4，698万円 0.4 

国民健康保険事業 44億7，200万円 36.6 

交通災害共済事業 3，813万円 0.3 

福祉事業センタ一事業 l億3，235万円 1.1 
産 院 事 業 2億4，099万円 2.0 

老人保健事業 44倍、3，058万円 36.3 

農業集落排水事業 2億2，233万円 1.8 
同和住宅貸付事業 31:意4，902万円 2.9 

公共下水道事業 21億5，073万円 17.6 

(合 計) 122億 61万円 100.0 

[2]広報うえだ、 63.3.16



上田バイパスが開通

マ
上
信
越
自
動
車
道
(
佐
久
・
更
埴

一
道
路
整
備
一
一
間
)
「
路
線
発
表
」
が
二
月
二
十
五
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
早
期
建
設
、
開
通
に
向

け
て
、
固
な
ど
関
係
機
関
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

マ
上
田
バ
イ
パ
ス
住
吉
・
上
塩
尻
聞
の
五
・
六
キ
ロ

は、

一
昨
年
の
三
月
に
住
吉
地
籍
の

一
部
が
す
で
に

開
通
。
続
く
同
地
籍
か
ら
上
塩
尻
ま
で
が
、

三
月
三

十
日
に
開
通
の
予
定
で
す
。
開
通
に
よ
り
、
国
道
十

八
号
の
交
通
渋
滞
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
る
見
通
し
に
。

都
市
機
能
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
に
関
連
道
路
の
整

備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

マ
上
田
・
篠
ノ
井
バ
イ
パ
ス
都
市
計
画
決
定
に
向

け
て
、
現
在
建
設
省
長
野
国
道
工
事
事
務
所
で
作
業

公園

歴史の叡歩道を整備

す
で
に
、
市
民
の
森

一
都
市
公
園
一
一
公
園
、
自
然
運
動
公
園
、

別
所
公
園
、
長
池
公
固
な
ど
を
整
備
。

ま
た
、
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
(
五
十

五
年
策
定
)
が
現
状
と
合
わ
な
い
部
分

が
で
て
き
た
た
め
、
見
直
し
を
行
い

う
る
お
い
の
あ
る
街
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
期
着
工

に
向
け
て
強
力
な
運
動
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

マ
上
田
駅
大
星
線
す
で
に
、
新
田

の
バ
イ
パ
ス
取
付
部
か
ら
改
良
工
事

を
進
め
て
い
ま
す
。

(
l写
真
)
六
十

三
年
度
は
、
北
小
学
校
の
正
門
ま
で

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

マ
大
手
町
下
郷
線
国
庫
補
助
街
路

事
業
と
し
て
採
択
・さ
れ
る
見
通
し
に

な
っ
た
た
め
、
大
門
町
、
北
常
田
地

籍
約
五
百
灯
の
事
業
化
を
図
り
ま
す
。

マ
主
要
地
方
道
上
田
丸
子
線
平
井

建設

常田川の整備

終わる

五
十
六
年
度
か
ら
着
手
し
て
き
た
常
田

一
可
川
の
改
修
一
一
川
(
全
長
約
一
キ
ロ
)
の
整
備
が
六
十
二
年

ひ
る
さ
わ

度
で
完
了
。
ま
た
、
蛭
沢
川
に
つ
い
て
は
、
現
在
河
床
を

切
り
下
げ
る
方
法
で
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
六
十
三
年

度
か
ら
は
、
神
宮
寺
川
の
改
修
工
事
の
調
査
設
計
も
。

一
期
、
二
期
の
未
整
備
区
域
お
よ
び
三

一
公
共
下
水
道
一:
一
期
区
域
の
工
事
を
継
続
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。
管
き
ょ
関
係
で
は
、
東
部
汚
水
二
号
幹
線
の
推
進

工
事
を
完
了
さ
せ
る
予
定
で
す
。
六
十
三
年
度
か
ら
塩
尻

地
区
の
面
整
備
(
各
家
庭
へ
接
続
す
る
工
事
)
に
着
手
し、

北
部
汚
水
七
、
八
号
幹
線
の
敷
設
工
事
も
実
施
の
計
画
で

す
。
単
独
事
業
で
は
、
常
磐
城
、
緑
が
丘
、
新
田
地
区
な

ど
の
面
整
備
工
事
を
進
め
ま
す
。

千
曲
町
団
地
の
建
て
替
え
を
五
十
八
年

一
市
営
住
宅
一

度
か
ら
着
手
し
、
今
ま
で
に
四
棟
七
十
八

戸
が
完
成
。
現
在
、
三
棟
三
十
六
戸
を
建
設
中
で
、
十
一

月
に
は
入
居
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

四
戸
は
身
体
障
害
者
用
に
充
て
る
予
定
で
す
。

車
坂
l
上
田
高
校
|

一
散
策
道
一

-
f

一
市
役
所

上
田
城
跡
公

園
を
結
ぶ
「
歴
史
の
散
歩
道
」
の
整

備
を
計
画
。
六
十
三
年
度
は
、
上
田

高
校
堀
端
と
上
田
城
跡
公
園
の
入
口

道
路
沿
い
部
分
の
散
策
道
を
整
備
す

る
予
定
で
す
。

環境

寺
ト
ン
ネ
ル
を
含
め
、
九
月
に
は
供

用
開
始
の
運
び
で
す
。
鈴
子
か
ら
丸

子
町
の
国
道
二
五
四
号
ま
で
の
約
四
・

コ一
キ
ロ
で
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設

一
新
幹
泉草
川
…
は
、
上
信
越
自
動
車
道

と
同
様
に
上
田
市
に
も
広
域
観
光
ル

ー
ト
の
開
発
や
産
・

学
共
存
と
い
う

大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
特
に
、
駅
周
辺
再
開
発
の
面

か
ら
も
重
要
な
課
題
な
の
で
、
精
力

的
に
建
設
促
進
運
動
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

い
な
い
の
で
、
県
下
広
域
的
な
対
策
と
あ
わ
せ

て
、
業
界
等
関
係
団
体
の
協
力
の
も
と
に
、
今

年
も
い
う
そ
う
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

水
質
調
査
機
能
の
充
実
と
監

一
可
川
の
浄
化
-
4
一
視
、
測
定
、
指
導
の
強
化
を
図

り
、
さ
ら
に
は
先
進
技
術
の
進
展
に
伴
う
新
た

な
環
境
汚
染
を
防
止
し
、
環
境
浄
化
に
努
め
ま

す。

[31広報うえだ 63.3.16 

住
み
よ
い
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商工業

商庖街

活性化に向けて

マ
上
田
城
跡
公
園
「
信
州
の
花
木
園
」
を
引
き

続
き
計
画
し
、
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
公
園

内
の
電
線
、
街
灯
な
ど
の
埋
設
に
つ
い
て
も
具
体
的

に
整
備
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
な
お
、
同
公
園
が

今
年
度
よ
り
定
期
観
光
パ
ス
の
立
ち
寄
り
運
行
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
観
光
会
館
に
案
内
板
、
館

外

放

送

設

備

を

設

置

し

ま

す

。

が

んもん

マ
「
武
田
信
玄
」
生
島
足
島
神
社
に
あ
る
願
文
と

城跡公園を

拠点に

優良品種の開発を進めている農業
バイオセンター

農林業

農業経営の向上、

安定を 現在11社が操業している東塩田林間
工業団地

昨
年
六
月
、
上
田
地

商

業

一

…
域
商
業
近
代
化
委
員
会

が
、
産
・
学
・
官
の
構
成
で
上
田
商

工
会
議
所
内
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

さ
し
あ
た
り
中
心
部
の
大
型
庖
を
含

め
た
周
辺
の
再
開
発
事
業
を
進
め
る

こ
と
に
。
市
で
も
、
商
業
活
動
の
活

性
化
に
向
け
、
中
央
商
庖
街
を
中
心

と
す
る
面
積
三

・
一
ひ
の
地
区
を
対

象
に

「
市
街
地
再
開
発
事
業
基
本
計

画
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
、
地
方
都
市
の
商
業
立
地
は
厳

し
く
、
本
格
的
な
都
市
間
競
争
の
時

代
に
入
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
伝
統

的
工
芸
や
地
場
産
業
の
振
興
、
歴
史

と
文
化
遺
産
を
持
つ
城
下
町
と
し
て

新
し
い
時
代
を
創
造
し
た
「
上
田
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

マ
市
営
東
塩
田
林
間

工

業

一

一
工
業
団
地
す
で
に
全

区
画
を
売
却
(
二
十
六
社
)
。
現
在
、

マ
農
業
振
興
地
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

一

農

業

一

i

一
農
家
や
関
係
団
体
な
ど
と
の
調
整
協
議
も
終

わ
り
、
現
在
県
と
の
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

マ
水
田
農
業
確
立
対
策
と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に

米
需
給
均
衡
化
緊
急
対
策
が
あ
わ
せ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
。
花
き
な
ど
の
主
産
地
形
成
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

マ
農
業
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
年
度
は
試
験
栽
培
用

と
し
て

一
部
の
花
を
ほ
場
で
栽
培
し
、
商
品
性
や
順
応
性

を
調
査
し
て
い
き
ま
す
。
今
後
、
価
値
の
高
い
品
種
を
農

家
に
供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

f 

¥._ 
自然や文化財が豊富な塩田平。
昨年の「歩〈会」から

十
一
社
が
操
業
し
、
近
く
四
社
が
工

場
を
完
成
す
る
予
定
で
す
。

マ
県
営
小
泉
工
業
団
地

十

月

ご

ろ

か
ら
工
場
の
建
設
が
開
始
さ
れ
る
予

定
で
す
。

マ
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
開
発
計
画

上
田
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
の
建
設
(
計

画
面
積
五
十

一
ひ
を
予
定
)
が
本
格

的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
。
今
年
度

は
、
県
営
事
業
と
し
て
用
地
の
取
得

な
ど
に
入
り
ま
す
。
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起
請
丸
、
上
田
原
古
戦
場
と
板
垣
信
方
の
墓
、
戸
石

城
跡
、
塩
田
城
跡
、
「
信
玄
の
則
ず
」
な
ど
の
ゆ
か
り

の
史
跡
、
遺
構
が
市
内
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

マ
信
州
の
鎌
倉
市
民
サ
イ
ド
の
「
塩
田
平
を
歩
く

会
」
が
昨
年
度
発
足
。

コ
ー
ス
に
案
内
板
、
誘
導
板

を
設
置
し
、
特
色
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
。

マ
新
農
業
構
造
改
善
事
業
を
神
科
地
区
に
続
き
、
泉
田
地

区
で
も
実
施
し
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

マ
下
組
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
六
十

三
年
度
に
事
業
を
完
了
し
、
六
十
四
年
度
供
用
開
始
を
目

指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

t

i

一
森
林
の
建
全
な
育
成
の
た
め
に
林
道
、
作

l

i

-

一

4

2

一業
道
の
基
盤
整
備
を
図
り
、
間
伐
、
除
伐
事

業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
山
林
火
災
被
害
地
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
植
林
や
被
害
木
処
理
事
業
を
実
施
し
、
再

発
防
止
に
努
め
ま
す
。



福
祉
・
社
会

シ
ル
バ
ー
人
材

マ
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
考
え
で
す
。
こ
れ
は
、

一
時

的
あ
る
い
は
短
期
的
な
仕
事
を
通
じ

て
、
生
き
が
い
の
充
実
や
社
会
参
加

を
希
望
す
る
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
全

員
組
織
を
つ
く
り
、

「高
齢
者
の
仕
事

と
生
き
が
い
」
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件

と
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

セ
ン
タ
ー
を
設
置

教育

屋内ブール建設

に調査
山林火災を

踏まえて

一

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
木
造
校
舎

学

校

一
一
の
改
築
一
校
舎
大
規
模
改
修
事
業
な
ど

を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
移
転
新

築
を
進
め
て
い
る
第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
も
近
く

完
成
の
見
通
し
に
。
米
飯
給
食
の
週
三
回
実
施
に
つ

い
て
も
、
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
実
施
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
学
習
意
欲
が
高
ま

っ
て
い
る

一
社
会
教
育
一
一
こ
と
か
ら
、

牛
涯
教
育
、
生
涯
学
習
体

制
の
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
文
部
省
の
「
生
源

学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
導
入
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
県
へ
働
き
か
け
を
し
て
い
き
ま
す
。

マ
昨
年
四
月
に
発
生
し
た
大
規
模
山
林
火
災
の
教

訓
と
し
て
、
入
山
者
や
周
辺
住
民
、
林
業
関
係
者
の

防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
防
災
標
識
の
設
置
、

ポ
リ
タ
ン
ク
を
利
用
し
た
簡
易
防
火
水
槽
の
設
置
な

ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

マ
社
会
福
祉
施
設
に
つ
い
て
も
、
適
切
な
防
災
安
全

対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
な
ど
の
家
庭
の
防
災
安
全
指
導
も
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

マ
保
健
予
防
面
で
は
、
「
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
こ
と
を
基

調
に
成
人
病
予
防
の
た
め
の
健
康
教

育
、
健
康
相
談
、

各
種
が
ん
検
診
の

推
進
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

マ
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
実
施
し

て
い
る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
車
の
稼
動
能

高度情報都市

に向けて

力
を
二
倍
に
す
る
た
め
、
搬
送
車
に

ス
ト
レ
ッ
チ
ャ

l
を
増
設
し
、
充
実

を
図
り
ま
す
。

マ
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、

利
用
者
が
百
三
十
人
に
も
増
え
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
車
い
す
な
ど
で
入

浴
で
き
る
特
殊
浴
室
を
体
の
不
自
由

な
か
た
に
開
放
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、

生
涯
学
習
の
中
核
施
設
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
図
書
館

に
つ
い
て
も
、
高
度
情
報
化
に
向
け

て
新
し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

部
落
解
放
審
議
会
の

一
同
和
教
育
一
一
答
申
に
基
づ
い
て
、
「
部

落
差
別
を
な
く
す
上
田
市
人
権
啓
発

推
進
委
員
会
」
を
二
月
八
日
に
発
足
。

今
後
、
こ
の
委
員
会
を
中
心
と
し
て

一
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、

串
い
明
る
い
街
づ
く
り
を
目

マ
上
田
地
域
の
テ
レ
ト
ピ
ア
計
画

の
実
現
の
母
体
で
あ
る
鮒
テ
レ
コ
ム
・

ユ
l
。
い
よ
い
よ
営
業
活
動
を
始
め

る
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
の
異
業
種
共
同
P
O
S
シ

ス
テ
ム
は
、
商
庖
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
ま
ち
の
活
性
化
に
も
期
待
で
き

ま
す
。
マ
昨
年
十

一
月
の
デ
ー
タ
通
信
実
験

指
し
た
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

:

一

創

造

館

体

育
館
に
続

-
社
会
体
育
-

ー
一
い
て
の
社
会
体
育
館
を

一
館
建
設
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

屋
内
プ

l
ル
に
つ
い
て
も
、

今
年
度
は
立
地
場
所
、
規
模
な
ど
の

調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
冬
期
五
輪
一
上
信
越
道
、
北
陸

一ja--m川
紹
致
:
一
新
幹
線
の
早
期
実
現

や
ス
ポ
ー
ツ
の
隆
盛
発
展
の
た
め
に

も、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

は
、
地
域
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

に
向
け
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
も
の
。

実
験
後
は
、
側
テ
レ
コ
ム
・

ユ
l
の
営
業
べ

l
ス
で
検
討
を
考
え

て
い
ま
す
。

マ
郵
政
省
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
型

移
動
無
線
電
話
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

納
テ
レ
コ
ム
・
ユ

l
で
実
用
化
の
検

討
に
入
っ
て
い
ま
す
。

[5J広報うえだ 63.3.16



早
期
建
設
に

大
き
く
前
進

開
通
は

η
年
度
ま
で
に

寸
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

」

一
日
本
道
路
公
団
は
二
月
二
十
五
日
、
上
信
越
自
し
て
格
上
げ
決
定
以
来
、
約
二
年
と
い
う
従
来
に
一

一
動
車
道
(
関
越
自
動
車
道
上
越
線
)
佐
久
l

更
埴
な
い
早
さ
で
路
線
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
市
民
の
一

一
間
の
路
線
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
早
皆
さ
ん
の
熱
意
が
実
っ
た
結
果
で
あ
り
、
今
日
ま
一

一
期
建
設
に
向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
こ
と
に
な
り
で
の
ご
協
力
に
対
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一

一
ま
す
。

今
回
は
、
発
表
さ
れ
た
路
線
の
概
要
な
ど
を
お
一

ト
昭
和
六
十
一
年
一
月
に
「
整
備
計
画
路
線
」
と
知
ら
せ
し
ま
す
。

L
 

各
方
面
の
発
展
に
期
待

昭
和
七
十
二
年
度
ま
で
に
開
通
が

予
定
さ
れ
て
い
る
上
信
越
自
動
車
道

は
、
東
京
都
練
馬
区
を
起
点
と
し
て
、

新
潟
県
上
越
市
ま
で
の
総
延
長
二
百
八

十
キ
ロ
灯
の
高
速
自
動
車
国
道
で
す
。

こ
の
路
線
は
、
東
北
信
地
域
の
幹

線
道
路
で
あ
り
、
中
央
自
動
車
道
長

野
線
お
よ
び
北
陸
自
動
車
道
と
接
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
速
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。
開
通
す

れ
ば
、
輸
送
時
間
の
短
縮
、
交
通
渋

滞
の
緩
和
の
ほ
か
、
沿
線
地
域
の
産

業
経
済
、
生
活
文
化
の
発
展
に
役
立

つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
内
の
通
過
延
長
い
蜘

今
回
、
路
線
発
表
さ
れ
た
区
間
-
は

(
下
図
参
照
)
、
佐
久
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
更
埴
ジ
ヤ
ン
ク
シ
ョ
ン

(
中
央
自
動
車
道
長
野
線
)
ま
で
の

四
十
七
・

三
キ
ロ
バ
。
上
田
市
内
の

通
過
路
線
(
上
図
参
照
)
は
、
東
部

町
か
ら
大
日
木
|
下
郷
|
神
科
新
屋

伊
勢
山
(
樋
の
沢

)
l長
島
(
仮

称

1
上
田
イ
ン
タ
ー
予
定
地

)
l大

久
保
|
山
口
を
経
て
坂
城
町
へ
と
続

き
、
市
内
の
通
過
延
長
は
九
・
五
キ

ロ
灯
で
す
。

発
表
は
、
佐
久
更
埴
問
の
予
{
定疋

路
線
が
五
万
分
の

一
の
地
図
に
一=三ニて
τ、、

リ
い
灯
川
の
幅
(
百
五
十
い灯川
)
で
提
示
さ

れ
、
同
時
に
、
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん

に
今
後
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
の
こ
と
か
ら
、
五
千
分
の

一
の
地

図
に
六
十
川
幅
の
通
過
予
定
路
線
も

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

開
通
ま
で
の
手
順

今
後
の
手
順
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
左
図
の
「
高
速
道
路
が
で
き
る
ま

広報うえだ 63.3.16[6] 

で
」
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
)

ま
ず
、

沿
線
の
各
地
区
の
皆
さ
ん

に
対
し
て
説
明
会
を
順
次
聞
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
路
線
の
概
要
と
今
後
の

事
業
の
進
め
方
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

そ
し
て
、
ル
ー
ト
受
け
入
れ
と
、
測



'-占

発
表
さ
れ
た
路
線
図
を
見
る

市
農
協
高
速
道
対
策
委
員
会

の
皆
さ
ん

(
2
月
白
日
)

高速道路ガできるまで

|②事業説明|

量
の
た
め
の
土
地
へ
の

ιち
入
り
が

了
承
さ
れ
る
と
、
引
地
に
中
心
杭
を

設
置
し、

設
計
に
必
要
な
地
形
測
量

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
測
量
結
果
を
基
本

に
、
道
路
の
具
体
的
構
造
を
地
元
と

協
議
す
る
た
め
の
協
議
用
図
面
が
作

成
さ
れ
ま
す
。
設
計
協
議
で
は
、
こ

の
凶
画
に
よ
り
地
元
の
利
害
関
係
の

大
き
い
横
断
す
る
道
路
や
水
路
の
構

造
な
ど
に
つ
い
て
関
係
者
に
説
明
さ

れ
、
協
議
さ
れ
ま
す
。

設
計
協
議
が
終
了
す
る
と
、
用
地

境
に
杭
を
打
ち
用
地
測
量
が
実
施
さ

れ
、
買
収
単
価
の
交
渉
が
進
め
ら
れ

ま
す
。
則
地
交
渉
が
成
立
す
る
と
契

④設計協議用図面作成

一計一
一設一
一占凡一

-
4
舟
a
-

一幅
一

一⑥一

約
調
印
と
な
り
、
い
よ
い
よ
工
事
へ

と
進
み
、
完
成
後
に
供
刷
開
始
と
な

り
ま
す
。

早
期
開
通
に
ご
協
力
を

高
速
道
路
の
建
設
は
、
沿
線
の
地

権
者
な
ら
び
に
地
域
の
皆
さ
ん
と
、

十
分
に
話
し
合
い
を
し
て
、
ご
意
見

ご
要
望
な
ど
を
お
聞
き
し
な
が
ら
事

業
を
進
め
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
早
期
開
通
の
た

め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

-
問
い
合
わ
せ

線

1
5
5
3
)

交
通
対
策
課
(
内

i!里蔵文化財発掘調査j

⑩発注設計

[7]広報うえだ、 63.3.16



タ
イ
ヤ
虫の
ZE 
F量
元え
か
つ

危
険
で
す
。
白
線
の
消
え
た
横
断
歩
道

健康メモ

顔
で
わ
か
る

&¥ 

空
も
、
大
地
も
、
街
も
春
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
車
の
タ
イ
ヤ
だ
け

冬
の
ま
ま
で
走
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

道
路
の
白
線
引
き
も
始
ま
り
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
今
す
ぐ
は
き

替
え
ま
し
ょ
う
。

脱
ス
パ
イ
ク
が

着
実
に
前
進

脱
ス
パ
イ
ク
運
動
は
、
長
野
県
下

を
は
じ
め
、
粉
じ
ん
で
悩
む
各
地
で

大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

上
田
市
で
も
、
ピ

l
ク
時
の
ス

パ

イ
ク
使
用
率
が
八
九
%
(
六
十
一
年

一
月
)
だ
っ
た
の
が
、
今
年
は
六
二

%
に
ま
で
下
が
り
、
成
果
が
着
実
に

現
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
(
下
図
参
照
)

健
康
チ
ェ

¥一'

、ソ

ク

ス
パ
イ
ク
製
造
中
止
に

こ
う
し
た
運
動
の
高
ま
り
の
中
で
、

一
月
に
は
、
日
本
自
動
車
タ
イ
ヤ
協

会
が
、
三

i
五
年
後
に
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
製
造
、
販
売
を
中
止
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
、
ス
パ
イ
ク
問
題
は

新
し
い
段
階
を
迎
え
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
で
解
決
し
た
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
販
売
中
止
に
な
っ

て
も
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
使
わ
れ

て
い
る
聞
は
、
粉
じ
ん
は
発
生
し
続

け
ま
す
。
一
日
も
早
く
粉
じ
ん
公
害

を
な
く
す
た
め
、
今
ま
で
以
上
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ピ
ン
抜
き
機
の
利
用
を

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
夏
用
タ
イ
ヤ

と
し
て
使
い
た
い
か
た
の
た
め
に
、

生
活
環
境
課
で
は
ピ
ン
抜
き
機
を
無

料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用

く

だ

さ

い

。

(

お

わ

り

)

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
9
)

今
回
は
、
顔
で
わ
か
る
健
康
チ
ェ

ッ
ク
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
は
、
朝
、
鏡
を
ご
ら
ん
に

な
り
ま
す
か
。
目
が
キ
ラ
キ
ラ
と
輝

き
、
顔
に
は
り
が
あ
り
、
い
き
い
き

と
し
て
い
る
時
は
「
ヨ

l
シ
、
今
日

スパイクタイヤ使用率経年変化(市内平均)

日
年
2
月

広報うえだ 63.3.16 [81 

100 
% 

80 

60 

40 

日
年
l
月

臼
年
門
ば
月

臼
年
3
月

臼
年
2
月

日
年
l
月

引
年
ほ
月

引
年
3
月

引
年
l
月

印
年
ロ
月

回
年
3
月

印
年
l
月

20 

も
頑
張
る
ぞ

l
」
と
張
り
切
っ
て

一

日
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

，刀

反
対
に
(
寝
不
足
が
続
い
た
り
、

悩
み
ご
と
が
あ
る
時
の
寝
起
き
の
顔

は
、
自
分
で
も
見
た
く
な
い
と
い
う

民
¥

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
率
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か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
、
鏡
を

み
る
だ
け
で
も
、
自
分
の
健
康
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

朝
の
顔
に
情
報
が
・
・
・

朝
起
き
た
時
の
素
顔
に
は
、
そ
の

時
の
健
康
の
ぐ
あ
い
を
伝
え
る
情
報

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

①
顔
の
色
、
つ
や
、
は
り
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
健
康
な
肌
は
、
つ
や
と

は
り
が
あ
り
、
鮮
か
な
色
を
し
て
い
h

ま
す
。
貧
血
や
栄
養
不
足
な
ど
が
あ

る
と
、
肌
が
青
白
く
な
り
ま
す
。
ま

た
肝
臓
や
胆
の
う
な
ど
に
病
気
が
あ

る
と
、
顔
の
黄
色
味
が
強
く
な
り
ま

・

す
。
睡
眠
不
足
や
便
秘
が
続
い
た
り
、

高
血
圧
が
あ
る
と
、
肌
が
黒
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
目
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
下
ま
ぶ

た
の
裏
の
赤
昧
が
薄
く
な
い
で
し
ょ

う
か
。
薄
い
場
合
は
、
貧
血
を
疑
つ

て
み
て
く
だ
さ
い
。
白
目
の
部
分
が

赤
く
充
血
し
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

疲
れ
が
た
ま
る
と
充
血
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
睡
眠
不
足
や
腎
臓
、
心

臓
に
病
気
が
あ
る
場
合
は
、
む
く
み

るしカf
場よ③で
合う日て
はかでく
。はる

に虫こ
お歯特と
いやにが
が歯口あ
あ槽す臭り
り膿雪はま
ま漏なす
すがい。
。あで

食
事
や
睡
眠
か
ら
も

そ
の
他
、
身
体
の
調
子
を
み
る
と

き
、
次
の
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
食
事
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
か

②
身
体
に
変
わ
り
は
な
い
か

③
よ
く
眠
れ
る
か

④
気
持
ち
よ
く
目
覚
め
ら
れ
る
か

⑤
便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か

⑥
便
や
尿
が
気
持
ち
よ
く
で
る
か

ー
ー
な
ど
で
す
。
も
し
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の

医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

忙
し
い
朝
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
顔

を
鏡
に
映
し
て
み
て
、
心
や
身
体
が

健
康
か
ど
う
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
0

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)

覚えておこう

クーリンク・オフ制度

:jj 

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
と
は
、

訪
問
販
売
で
商
品
を
購
入
し
た
場
合

に
、
契
約
を
し
た
日
を
含
め
て
七
日

以
内
(
日
曜
・
祝
日
も
含
む
)
に
書

面
で
通
知
す
れ
ば
、
無
条
件
で
解
約

で
き
る
制
度
で
す
。
(
無
条
件
解
約
制

度
と
も
い
い
ま
す
)

業
者
は
、
訪
問
販
売
で
商
品
を
売

る
場
合
に
は
、
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
る
旨
を
告
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
法
律
で
定
め
て
い
ま
す
。

必
ず①
書解
面約
(の
内厳通
容知
証は
日月
郵電
便話
で
はな
カすく

き
簡
易
書
留
な
ど
証
拠
性
の
あ
る
方

法
)
で
行
う
。

②
商
品
の
引
き
取
り
費
用
は
、
販

売
業
者
が
負
担
す
る
の
で
必
要
な
い
。

③
業
者
は
、
下
取
り
品
を
処
分
し

た
場
合
、
そ
れ
に
か
わ
る
品
物
か
、

そ
れ
に
相
当
す
る
価
格
で
弁
償
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

④
消
耗
品
を
使
用
し
た
場
合
で
も
、

使
う
と
ク

l
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

な
い
旨
を
契
約
書
面
な
ど
に
記
載
し

で
な
け
れ
ば
、
返
品
は
可
能
。

⑤
契
約
書
面
な
ど
に
ク

l
リ
ン
グ
・

オ
フ
の
記
載
が
な
け
れ
ば
、
書
面
で

知
ら
せ
る
ま
で
有
効
(
必
ず
契
約
書

の
確
認
を
)

※
内
容
証
明
郵
便

1
後
日
に
証
拠
を

残
す
最
も
確
実
な
書
面
の
送
り
方

で
、
そ
の
内
容
、
発
信
日
な
ど
を

郵
便
局
が
証
明
す
る
郵
便
で
す
。

文
房
具
庖
で
販
売
さ
れ
て
い
る
用

紙
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

①
代
金
を
寸
べ
て
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
場
合

②
法
律
で
指
定
し
た
消
耗
品
を
使
つ

て
し
ま
っ
た
場
合

③
営
業
所
へ
出
む
い
て
契
約
を
し
た

場
合

④
法
律
対
象
以
外
の
商
品
(
自
動
車

な
ど
)

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線
1
3
9
0
)
、
上
田
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
(
宮
②
8
5
1
7
)

市
欝
会
園
瞬
時
会
の

結
果
を
公
表
し
ま
す

一一
月
六
日
受
理
し
た
上
田
市
条
例

改
正
請
求
(
上
田
市
立
小
学
校
設
置

条
例
の
一
部
改
正
請
求
)
に
つ
い
て

審
議
す
る
た
め
、

二
月
二
十
二
日、

市
議
会
臨
時
会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
地
方
自
治
法
第
七
十
四
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結
果
を

次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

日い

一
、
議
会
に
付
議
し
た
議
案

上
田
市
立
小
学
校
設
置
条
例
中

一
部
改
正
に
つ
い
て

二
、
議
決
年
月
日

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
二
日

三

、

議

決

結

果

否

決

[9]広報うえだ 63.3.句



市内芳田に建設していた豊殿保育園がこのほど

完成し、 2月24日には域生式が行われました。 ト

ンガリ帽子の時計台が目につくモダンな新園舎は、

ひのき材を使用しており、鉄骨ブロック平屋建て

で建築面積が881平方江あり、総工費は1億5，400万

円。各保育室は、天井からも採光できるようにな

っており明るくなっています。また、未満児保育

(0 - 2歳)をする乳児室には、床暖房を採用して

います。(写真上=完成した園舎。写真左=新しい

保育室で元気な子どもたち)

県下に誇れる六中に

市内小泉の小泉小学校東側に建設していた第

六中学校の校舎がこのほど完成し、その竣工式

が 3月2日に行われました。六中は、四中の過

密解消と)11西中の適正規模化を目的に建てられ

たもので、校地面積が3，2780平方伝あり、総工

費は17億7，400万円。鉄筋コンクリート造りの校

舎は、南校舎(4階建て)と北校舎(3階建て)、

体育館などで〈なかでも L ・L教室、多目的教

室など県下に誇れる施設がそろっています。

(六中については、次号の「広報うえだJ4月
1日号で詳しく紹介します)

広報うえだ63.3. 16 [1 Q] 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
温
か
い
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
平
井
す
み
枝
様
(
千
葉
県
茂
原
市
)

十
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て
マ
小
柳
喜
美
枝
様
(
横
浜
市
鶴
見
区
)

十
万
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と

し
て
マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
網
様
五
万

円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
中
部
電
力
側
上
国
営
業
所
様
八

万
二
千
円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
匿
名
五
千
二
百
五
十
八
円
社

会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
匿
名
五
万
円
社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
安
藤
病
院
理
事
長
ほ
か
職
員
一
同

様

二
万
六
千
円
社
会
福
祉
基
金

積
立
金
と
し
て

マ
「
鳥
清
」
様

二
万
九
千
二
百
八

円
社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

二
千
円
社
会
福
祉
基

金
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

運

動

靴

一
足

社

会

福

祉
施
設
へ

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
二
十
五

団
様

一
万
二
千
円
社
会
福
祉
基

金
積
立
金
と
し
て



本
格
的
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て

転入者に聞く⑬
(最終回)

( (;;-'1".....ヘ
，X1Eりで1~1(、 h:

持JQ品小嶋均さん
(35歳・野竹)

3月5日、県などによる「浅間テクノポリ

ス承認記念講演会Jが市内のホテルで開催さ
れました。浅間地域(上田市、小諸市、佐久

市など)の企業経営者など約 200人が参加。

「テクノポリスと地域経済」と題して、法政

大学の清成忠男さんが講演を行し、ました。

身
近
に
楽
し
め
る
公
園
を

小
嶋
さ
ん
は
一
昨
年
五
月
、
転
勤

で
東
京
都
狛
江
市
か
ら
上
田
市
へ
転

入
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
は
、
奥
さ
ん

と
子
ど
も
さ
ん
三
人
の
五
人
で
す
。

|
|
上
田
市
の
第
一
印
象
は
。

四
方
が
山
に
固
ま
れ
、
平
野
だ
け

の
狛
江
市
と
は
対
象
的
だ
っ
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
も
比
較
的
高
い
山
が
近

く
に
そ
び
え
て
い
る
の
で
、
風
景
も

だ
い
ぶ
違
い
ま
す
。

わ
た
し
の
出
身
は
九
州
(
佐
賀
県
)
。

や
は
り
、
冬
は
少
し
こ
た
え
ま
す
。

ガ
ラ
ス
戸
に
水
滴
が
つ
い
た
の
に
は
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
で
も
、
冬
の

寒
さ
よ
り
も
、
む
し
ろ
夏
の
涼
し
さ

の
ほ
う
が
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

ー
l
l
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か
。

上
田
は
関
東
に
近
い
の
で
、
ほ
と

ん
ど
言
葉
の
不
便
を
感
じ
ま
せ
ん
。

地
方
に
よ
っ
て
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
な

ど
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
か
ら
ね
。
そ
の
点
、
過
ご
し

ゃ
す
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
城
下
町
で
道
が
狭
い
せ

一服どうぞ・・・

第 4回「市民文化創造祭」が、 2月28日か

ら3月6日まで、中央公民宣訳、開かれました。

期間中は、絵画、写真、書道の展示のほか、

音楽や民踊、バレエの発表会、お茶席(写真)

などがあり、大勢の市民が訪れました。

い
か
、
市
街
地
が
わ
か
り
に
く
い

こ
と
も
・
:
。
買
い
物
す
る
に
も
、

最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
。

城
下
町
と
い
え
ば
、
古
い
家
並
。

裏
道
へ

一
歩
入
る
と
、
昔
な
が
ら

の
土
蔵
や
塀
が
残
っ
て
い
て
感
心

し
ま
す
。

--4m政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

住
宅
地
に
緑
が
少
な
い
の
で
、

大
人
や
子
ど
も
が
楽
し
め
る
身
近

な
公
園
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

運
転
マ
ナ
ー
が
よ
く
な
い
で
す
ね
。

特
に
女
性
ド
女
イ
パ

l
。
事
故
防

止
の
面
か
ら
も
注
意
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
五
団
様

一
万
二
千
円
社
会
福
祉
基
金
積
立

金
と
し
て

マ

匿

名

一

万

円

乳

児

院

へ

マ
上
原
ニ
様
(
分
去
)
一
万
円

社
会
福
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
上
田
ガ
ス
側
様
ガ
ス
灯
一
基

大
手
町
ポ
ケ
ッ
ト
パ

l
ク
へ

マ

匿

名

五

万

円

社

会

福

祉

基

金
積
立
金
と
し
て

公
衆
電
話
か
ら

ハ
ロ
ー
、
ハ
ロ
ー

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局
で
は
、

国
際
電
話
が
ダ
イ
ヤ
ル
で
直
接
か
け

ら
れ
る
公
衆
電
話
を
市
内
二
か
所
に

設
置
し
ま
し
た
。

マ
設
置
場
所

J
R
上
田
駅
前
カ

ー
ド
公
衆
電
話
B
O
X
(
駅
入
口
左

側)、

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局
前
カ

ー
ド
公
衆
電
話

B
o
x
-マ
利
用
で

き
る
通
話
の
種
類
国
際
ダ
イ
ヤ
ル

通
話
、
コ
レ
ク
ト
コ
ー
ル
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
・
コ

l
ル
(
国
内
通
話

も
で
き
ま
す
)
マ
国
際
ダ
イ
ヤ
ル
通

話

の

か

け

方

①
0
0
1
(
日
本
か

ら
は
世
界
の
ど
こ
へ
か
け
る
に
も
0

0
1
)
↓
②
相
手
の
国
番
号
↓
③
相

手
国
内
の
地
域
番
号
↓
④
相
手
の
電

話
番
号
マ
通
話
料
金
「
基
本
は

六
秒
、
追
加
も
六
秒
ご
と
」
と
六
秒

き
ざ
み
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(包
)
4
1
0
0

4
月
4
1
日
j
m
日

固
定
資
産
税
の

課
税
台
帳
を
縦
覧

昭
和
六
十
三
年
度
固
定
資
産
税
の

基
礎
と
な
る
評
価
額
が
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
次
に
よ
り
課
税
台
帳
を
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

-
縦
覧
で
き
る
台
帳

土
地
課
税
台
帳
、
土
地
補
充
課
税

台
帳
、
家
屋
課
税
台
帳
、
家
屋
補
充

課
税
台
帳
、
償
却
資
産
課
税
台
帳

-
縦
覧
期
間
と
時
間

四
月

一
日
働
か
ら
同
二
十
日
嗣
ま

で
。
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で
(
た
だ
し
、

土
曜
日
は
午
後
十
二
時
三
十
分
ま
で
、

日
曜
日
は
休
み
)
。

-
持
ち
物

マ
本
人
ま
た
は
本
人
と
同
居
し
て

い
る
親
族
、
納
税
管
理
人
・
納
税
義

務
者
が
縦
覧
す
る
場
合
は
印
鑑
。
マ

代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の
印
鑑

と
代
理
人
選
任
届
(
委
任
状
)
。

ド
-
評
価
額
の
決
定

六
十
三
年
度
は
、

三
年
ご
と
に
行

わ
れ
る
固
定
資
産
税
評
価
の
基
準
年

度
で
す
。
こ
の
た
め
、
土
地
、
家
屋

の
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、
新
し
い
評

価
額
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
評
価

額
は
、
土
地
で
は
地
目
変
換
、
家
屋

で
は
改
築
や
損
壊
な
ど
が
な
い
揚
合
、

三
年
間
価
格
が
据
え
置
か
れ
ま
す
の

で
、
評
価
額
を
ご
覧
に
な
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

-
審
査
の
申
し
出

各
台
帳
の
記
載
事
項
に
不
服
の
あ

る
人
は
、
四
月

一
日
働
か
ら
同
三
十

日
出
ま
で
に
文
書
で
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
に
審
査
の
申
し
出
が
で

き
ま
す
。

-
税
負
担
の
調
整

新
し
い
評
価
額
に
基
づ
い
て
、
土

地
の
固
定
資
産
税
を
決
定
す
る
場
合

は
、
従
来
か
ら
農
地
・
宅
地
な
ど
に

限
り
負
担
調
整
の
措
置
が
講
じ
ら
れ

て
お
り
、
こ
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
決
ま
り
次
第
、
広
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
0

・
固
定
資
産
税
の
納
期
変
更

昨
年
の
第

一
期
分
納
期
は
、
四
月

一
日
か
ら
同
三
十
日
ま
で
で
し
た
が
、

今
年
は
評
価
替
え
な
ど
で
五
月
二
日

か
ら
同
三
十
一
日
ま
で
に
変
更
と
な

る
予
定
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
資
産
税
課
(
内
線

1
2
9
2
・
1
2
9
3
)

高
齢
者
受
通
安
全

塩
尻
、
ガ
モ
デ
ル
地
区
に

市
内
で
発
生
す
る
高
齢
者
の
交
通

事
故
は
、
依
然
と
し
て
高
い
率
を
示

し
て
い
ま
す
。
特
に
塩
尻
地
区
で
は
、

昨
年
二
人
の
お
年
寄
り
が
交
通
事
故

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
県
交
通
安
全
運
動
推
進

本
部
で
は
、
塩
尻
地
区
を
今
年
の
「
高

齢
者
交
通
安
全
モ
デ
ル
地
区
」
に
指

定
し
ま
し
た
。

塩
尻
地
区
は
、
上
回
バ
イ
パ
ス
が

三
月
末
に
開
通
予
定
に
な
っ
て
お
り
、

d忠

交
通
量
の
増
加
に
伴
う
交
通
事
故
の

多
発
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
同
地
区
は

も
ち
ろ
ん
、
市
民

一
体
と
な
っ
た
高

齢
者
の
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ

労
働
時
間
の
短
縮
な
ど

労
働
基
準
法
が
改
正

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
次
の

点
が
四
月

一
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま

す。
①
法
定
労
働
時
間
は
週
四
十
六
時

間、

一
日
八
時
間
(
一
定
の
規
模
ま

た
は
業
種
に
属
す
る
事
業
は
、

三
年

間
の
猶
予
措
置
あ
り
)
と
な
り
ま
す
。

②
三
か
月
単
位
の
変
形
労
働
時
間

制
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
(
始
業

と
終
業
の
時
刻
を
自
分
で
決
定
し
て

働
く
制
度
)
な
ど
の
変
形
労
働
時
間

制
が
、

二
疋
の
要
件
の
下
に
、
採
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

③
年
次
有
給
休
暇
の
最
低
付
与
日

数
が
六
日
か
ら
十
日
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
(
規
模
三
百
人
以
下
の
事
業

は
猶
予
措
置
あ
り
)
。

今
回
の
労
働
基
準
法
説
明
会
を
次

に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

マ

と

き

三
月
二
十
三
日
附
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

マ
と
こ
ろ
上
田
商
工
会
議
所
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第 9期

納期限は 3月31日休)です。

よろしくお原郎、します。

-収税課(内線1304)

国民健康保険税

①農地問題相談 bとき ...4月1日(針午前 8時

30分から午後5時 bところ・・・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) じ>ときー・

4月8日(針・ 22日(金)し、ずれも午後 1時30分か

ら3時30分 じ>ところ・・・本庁舎3階 じ>予約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 bとき...4月14日(木)

午後 1時から 4時 bところ・・・西庁舎2階



自
然
運
動
公
園

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

モ
な
ど
で
楽
し
も
う

自
然
運
動
公
園
で
は
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
と
L
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
一
す
。

マ
開
場
期
間
四
月

一
日
幽
か
ら

十

一
月
三
十
日
側
ま
で
。
時
間
は
、

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
マ
使
用

料
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ー

一
般
二
百
四
十
円
、
小
・
中
学
生
百

二
十
円
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
H
H
百
円

マ
休
場
日
木
曜
日
、
祝
日
の
翌
日

・
問
い
合
わ
せ
自
然
運
動
公
園
管

理
事
務
所
(
宮
⑧
7
1
9
5
)

ジ 5

21 
事甲

募云三
集タ L
し.ツま
まフ 1
すを

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
「
第
十
七
回
こ
ど
も

ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
五
月
五
日
、

上
田
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

当
日
子
ど
も
た
ち
の
ま
と
め
役
と
な

っ
て
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
中
学
・
高
校
生
の
か
ジ
ュ
ニ

ア
ス
タ
ッ
フ
。
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
、
五
月
の
青
空
の
も
と
、

楽
し
く

一
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

カ-
申
し
込
み
四
月
二
十
三
日
出
ま

で
に
青
少
年
課
(
内
線
1
7
3
2
)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

硬
式
テ
ニ
ス
・
着
付

教
室
に
ご
参
加
を

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
市
内

に
お
住
ま
い
か
、
市
内
の
事
業
所
に

勤
務
す
る
三
十
歳
末
満
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
次
の
と
お
り
教
室
を
聞
き

ま
す
。
-
受
講
期
間
マ
硬
式
テ
ニ
ス
リ
四

月
十
八
日
開
か
ら
十
月
末
ま
で
の

毎
週
月
曜
日
マ
着
付

l
五
月
十

一
日
側
か
ら
十
二
回

-
受
講
料
マ
硬
式
テ
ニ
ス

l
六
千

円

マ

着

付

l
二
千
円

・
定
員
マ
硬
式
テ
ニ
ス
リ
男
二

十
名
、
女
四
十
名
マ
着
付
H
H

十

八
名

-
申
込
期
間
マ
四
月

一
日
働
か
ら

八
日
働
ま
で

・
申
込
先
勤
労
青
少
年
ホ
l
ム
(
午

後

一
時
1
同
九
時
、
宮
⑫
7
1
1

7
)

へ
必
ず
来
館
の
う
え
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

2

白
戸
リ
駆
除
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
/

大
切
な
家
屋
を
臼
ア
リ
の
被
害
か

ら
守
る
に
は
、
臼
ア
リ
や
そ
の
被
害

を
で
き
る
だ
け
早
く
発
見
し
て
、
駆

除
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
被
害
が

確
認
さ
れ
た
な
ら
、
信
用
あ
る
業
者

に
駆
除
を
依
頼
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
市
民
の
不
安
を
巧
み

に
利
用
し
て
、
不
当
に
高
い
料
金
や

ず
さ
ん
な
駆
除
作
業
を
行
う
悪
質
な

業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
①
家
庭

を
訪
問
し
て
、
依
頼
も
し
な
い
の
に

勝
手
に
作
業
を
し
て
法
外
な
代
金
を

請
求
し
た
り
、
②
あ
た
か
も
県
が
国

の
補
助
を
受
け
て
行
う
か
の
よ
う
な

偽
っ
た
内
容
の
広
告
を
出
し
て
勧
め

る
、
と
い
っ
た
ケ

l
ス
が
最
近
多
発

し
て
い
ま
す
。

業
者
に
依
頼
す
る
と
き
は

①
業
者
に
勧
め
ら
れ
で
も
、
あ
わ

て
て
契
約
を
せ
ず
、
被
害
の
状
況
を
自

分
で
確
か
め
る
②
被
害
が
見
つ
か

っ
た
ら
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
と
る
③
契
約
書
は
よ
く
読
む

④
駆
除
作
業
に
は
必
ず
立
ち
合
い
、

作
業
内
容
を
確
認
す
る
。

-
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線
1
3
9
0
)
、
県
上
田
消
費
生
活
セ

ン
タ
J
(
宮
⑧
0
9
9
8
)

計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

マ
応
募
資
格
食
料
品
関
係
の
販
売

業
を
営
ん
で
い
な
い
、
ま
た
は
こ
れ

に
携
わ
っ
て
い
な
い
市
内
の
家
庭
の

主
婦
で
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
。

①
昼
間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
(
年

三
回
)
②
過
去
に
計
量
モ
ニ
タ
ー
を

経
験
し
て
い
な
い
人

マ
職
務
内
容
指
定
す
る
期
間
内
に

購
入
し
た
商
品
の
目
方
を
量
っ

て、

日
誌
に
記
入
し
、
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

マ
募
集
人
員
十
二
名

マ
応
募
期
限

三
月
三
十

一
日
同

マ
謝
礼
五
千
円
と
記
念
品
(
検

査
問
は
か
り
と
分
銅
)

マ
応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、

年
齢
、
家
族
構
成
、
電
話
番
号
を
お

書
き
の
う
え
『
干
3
8
6

市
内
大

手

一
l

一一

l

一
六
上
田
市
役
所

商
工
課
商
工
振
興
係
』
へ

マ
問
い
合
わ
せ
商
工
課

4
0
5
)
 

(
内
線
1

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
小
学
生
用
入
学
服
五
千
円

マ
ジ
ュ

ニ
ア
用
ハ
ン
ガ
ー
千
円

マ
二
輪
車
(
幼
児
用
)
無
料

マ
食
器
だ
な
八
千
円

マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ

ド

無

料

マ
ベ
ビ

l
ふ
と
ん

二
千
円

マ
ベ

ビ
l
用
品

三
千
円

マ
バ
イ
ク
(
九

O
∞
)

一
万
八
千
円

マ
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
無
料

マ
犬
小
屋
無
料

マ
磁
気
マ
ッ

ト

二
千
五
百
円

マ
プ
ロ
パ
ン
ふ
ろ
が
ま
無
料

マ
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
(
小
学
生
用
)

無
料

・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
電
気
掃
除
機
マ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

マ
ベ
ビ
!
か
ご
マ
婦
人
用
自
転
車

マ
電
動
ミ
シ
ン
マ
ベ
ビ

l
ラ
ッ
ク

マ
お
ぶ
い
ひ
も
マ
物
置
(
一
坪
)

マ
本
だ
な
マ
都
市
ガ
ス
用
コ
ン

ロ

マ
製
図
板
マ
石
油
温
風
ヒ
ー
タ
ー

マ
一
輪
車
マ
和
だ
ん
す

マ
子
ど
も
用
自
転
車
(
男
子
)

マ
中
学
生
用
か
ぱ
ん
(
二
中
)

マ
ジ
ュ
ー
サ
ー
ミ
キ
サ
ー

マ
ス
ケ
ー
ト
靴
(
男
子

・
二一

叩)

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
9
0
)
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犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

「
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
」

が
、
四
月
六
日
か
ら
同
二
十
六
日
ま

で
、
市
内
を
巡
回
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
は
、
忘
れ

ず
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
対
象
犬
生
後
九
十
一
日
以
上
の

飼
育
犬
す
べ
て
が
対
象
で
す
。

マ
日
時
・
場
所
自
治
会
を
通
し
て

今
回
の
広
報
と
い
っ
し
ょ
に
全
戸
配

布
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
日
程
表
が

あ
り
ま
す
。

マ
当
日
は
・
:
前
途
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
付
い
て
い
る
「
犬
の
登
録
票
・

注
射
済
票
交
付
申
請
書
」
に
、
所
定

事
項
を
記
入
・
な
つ
印
の
う
え
、
最

寄
り
の
会
場
へ
飼
い
犬
と
と
も
に
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

マ

料

金

登

録

料

金

l
一
頭
に
つ

き
二
千
百
円
、
注
射
料
金

l
一
頭
に

つ
き
二
千
七
百
円

マ
そ
の
他
期
間
中
に
受
け
な
か
っ

た
場
合
、
五
月
以
降
、
獣
医
師
が
戸

別
訪
問
し
て
注
射
を
行
い
ま
す
。
こ

の
場
合
、
訪
問
料
と
し
て
一
軒
に
つ

き
千
五
百
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
8
7
)

犬
飼
育
の
マ
ナ
ー

①
年
度
ご
と
に
一
回
の
登
録
と
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
犬
の
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
紛

失
し
や
す
い
の
で
、
犬
の
首
輪
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

③
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
鳴
き
声
に
は
注
意
し
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
ぬ
よ
う
散
歩
な

ど
で
十
分
に
運
動
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

運
動
の
と
き
は
、
引
き
綱
を
つ
け
、

必
ず
フ
ン
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

④
犬
が
死
亡
・
行
方
不
明
の
場
合
、

ま
た
は
飼
い
主
の
変
更
・
転
出
の
場

合
は
、
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。叙

位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

戦
没
者
遺
族
な
ど
の

か
だ
は
届
け
出
を

ま
だ
叙
位
叙
勲
を
受
け
て
い
な
い

戦
没
者
遺
族
と
旧
軍
人
軍
属
の
か
た

は
、
こ
の
事
務
が
昭
和
六
十
四
年
三

月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
早

め
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
照
会
お

よ
び
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

マ
県
社
会
部
厚
生
課
(
長
野
市
大
字

南
長
野
六
九
二
1

二
、
宮

0
2
6

2
⑨

o
l
-
-
)
 

マ
厚
生
省
援
護
局
庶
務
課
(
東
京
都

千
代
田
区
霞
ヶ
関
一
ー
ー
二
1

二、

8
0
3
・
5
0
1
・
2
0
4
4
)

上
回
創
造
館
春
休
み
の
催
し

-
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
特
別
投
影

マ
と
き

三
月
十
九
日
出
か
ら
四

月
三
日
同
ま
で
。
午
前
十

一
時
、
午

後

一
時
三
十
分
、
同
三
時
の
三
回
投

影
マ
内
容
「
春
の
星
空
と
ミ
ナ
ミ

ち
ゃ
ん
の
宇
宙
旅
行
」
マ
料
金
小
・

中
学
生
百
円
、

一
般
二
百
円

・
春
の
星
空
観
望
会

マ
と
き

三
月
二
十
六
日
出
午
後

七
時
か
ら
同
九
時
マ
と
こ
ろ
天

体

観

測

室

マ

参

加

料

無

料

マ

そ
の
他
時
間
内
に
自
由
に
お
越
し

、

く
だ
さ
い
。
雨
天
、
曇
天
時
は
中
止
0

・
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
習
会

マ
と
き

三
月
二
十
八
日
側
、
二

十
九
日

ω、
三
十
日
術
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

マ
と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
教
室
マ
対

象
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三

年
生
の
初
心
者
マ
定
員
二
十
人

マ
受
講
料
無
料
マ
申
し
込
み

電
話
(
宮
⑧
1
1
1
1
)
で
ど
う
ぞ

・
親
子
映
画
劇
場

マ
と
き
三
月
二
十
九
日

ω、
上

映
時
間
は
午
前
十
時
、
午
後
一
時
、

同
三
時
の
三
回
マ
上
映
作
品
①

「
は
れ
と
き
ど
き
ぶ
た
」
(
七
十
四
分
)

②
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
ラ
ー
メ
ン
て

ん
し
」
(
十
分
)
マ
入
場
料
七
百
円

マ
と
こ
ろ
文
化
ホ

l
ル

マ

定

員

各
国
と
も
五
百
人
マ
そ
の
他
直

接
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

建
設
工
事
入
札

「
参
加
願
」
の
提
出

昭
和
六
十
三
年
度
、
市
関
係
の
建

設
工
事
指
名
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
「
建
設
工
事
参
加

資
格
審
査
申
請
」
を
管
理
課
(
内
線

1
5
0
3
)

へ
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
期
限
は
三
月
三
十

一
日
備
で

す
が
、
詳
し
く
は
「
広
報
う
え
だ
」

一一
月
十
六
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

広報うえだ63.3.16目的

パ
ソ
ゴ

fy講
座
を

昨
ぎ
ま
p
r

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
次

に
よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
の
操
作
技
能
を
習
得
す
る
た
め
、

学
科
、
実
技
(
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
)

な
ど
の
訓
練
を
開
講
し
ま
す
。

マ
期
間
四
月
よ
り
翌
三
月
ま
で

の

一
年

間

マ

時

間

A
コ
l
ス
ー

火
・
金
曜
日
、

B
コ
ー
ス

l
月
・
水

曜
日
い
ず
れ
も
午
後
六
時
か
ら
九

時
マ
定
員
六
十
人
(
ど
な
た
で

も
け
つ
こ
う
で
す
)
マ
問
い
合
わ
せ

同
訓
練
校
(
宮
⑫
2
6
6
6
)

へ

s

，義師
V

官

一

話

害

時

3
4
p
d
E藍
聖
書
事

2
1

県
工
業
技
術
欽
伴
交

受
講
生

企
業
の
技
術
系
人
材
の
能
力
開
発

と
育
成
を
目
指
し
て
、
今
年
も
二
十

九
の
コ

l
ス
で
受
講
生
を
募
集
し
ま

す
。
市
内
で
は
、
信
州
大
学
繊
維
学

部
で
長
期
技
術
者
研
修
上
田
コ

l
ス

(
機
械
工
学
科
、
夜
間
)
が
開
講
さ

れ
ま
す
。

マ
対
象
者
技
術
分
野
で
二
年
程

度
の
実
務
経
験
者
マ
期
間
五
月

か
ら
翌
二
月

マ

定

員

三
十
人

マ
申
し
込
み
四
月
二
十
二
日
働
ま

で
に
県
工
業
技
術
大
学
校
講
座
事
務

局
(
宮

0
2
6
2
⑧
5
4
5
5
)

へ



保健コーナー間関

14月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後 1 時~2 時。

持ち物母子健康手帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちください。

上田市保健センター (市役所南庁舎 2階)

健 舌ロJ人b 実 施日 対 象 v 日し

4か月児
4月14日 62年11月16日-11月30日生

4月19日 62年12月1日-12月15日生

10か月児
4月7日 62年5月16日-5月31日生

4月26日 62年6月1日-6月15日生

1歳6か月児
4月6日 61年9月16日-9月30日生

4月20日 61年10月1日-10月15日生

歳児
4月15日 60年3月1日-3月15日生

3 
4月22日 60年 3月16日-3月31日生 |

塩田母子健康センター(塩田地区)

62年11月16日-12月15日生

62年 5月16日-6月15日生

60年2月1日-3月31日生

川西社会福祉センター(川西地区)

4か月児 162年11月16日-12月15日生

62年 5月16日-6月15日生

61年 9月16日-10月15日生

目三種混合予防接種(予備日)

会場は、市保健センターだけですので、ご注意

ください。

対象者 [>1期…今年の 1、 2、 3月のうち、

2回しか受けていない子どもさんは週間以上間

隔があくと受けられません) [> 2期...1期終了後、

12か月経過した 5歳 6か月未満の子どもさん

三種混合予防接種目程表(予備日)

会場名 実施日 対象地区

上セ田市ン健タ康ー
4月 東部・南部・中央・北部・西部・

5日伏) 塩尻・神科・神川・豊殿地区

(市庁役舎所2南階) 4月
城下・川辺・泉田・塩田・川西

8日働 地区

※時間は両日とも午後 1時30分から 2時30分までo

u日広報うえだ63.3.16

小児まひ予防

目ポリオ生ワクチンを投与

対象者 昭和62年 7月 1日から同年12月31日まで

に生まれた子どもさんは歳未満で、今まで 1

回も受けていない、または 1回だけ受けた人も

含みます)

投与方法 6週間以上の間隔をおいて、 0.05m.eず

つ 2回経口投与します。

受付時間 各会場とも午後 1時30分から同 2時30

分まで

持ち物 母子健康手帳、問診票(赤ちゃん手帳の

中にありますが、会場にも用意してあります)

注意事項 ①赤ちゃん手帳の中に接種前後の注意 f 
事項がありますので、お読みくださし、。②この

予防接種と三種混合、麻しんの予防接種の時期

が同じなので、間隔にご注意ください。(麻しん

は接種後 1か月間、三種混合は 2週間、他の予

防接種が受けられません)

63年度小児まひ予防接種目程表(春期)

iコLス 士暴 名 l山f妾田種2目回 対象地区

塩田母子健康センター
月4 6 2月5 7 

塩 田 ま也 区

川西社会福祉センター J11 西 ま也 区

神川地区公民館 (水日) 後日) 神 JII 金也 区

東部(踏入・泉町・上常
田・中常国・下常
田・北常国・材木
町・常入)

西部(下紺屋町・鎌原・
4 5 西脇・新町・諏訪

上田市保健センター
月 月

部・生塚・常磐町・
(市役所南庁舎2階) 緑が丘・新屋・緑

12 、31 が正北.'緑が丘西・
城北)

日 日 南部(南天神町・泉平・

Ijr.) (火) 北天神町・松尾町・
鷹匠町・本町・末
広町・大手町)

上野が丘公民館 神科・豊殿地区

川辺町会館 川辺・泉田地区

中央(横町・海野町・原
町・袋町・馬場町・
田町・丸堀町・木
町・北大手)

4 6 北部(上川原柳町・下川
上田市保健センター 月 月 原柳町・愛宕町・
(市役所南庁舎2階)

13 上鍛冶町・鍛冶町・

日 日
上房山・下房山・
柳町・新田・上紺

体) (水) 屋町)
塩尻(秋和・上塩尻・下
塩尻)

三 好町会館 城 下 ま也 区

※1回目と 2回目の間隔は、6週間以上あけてください。

※駐車場が狭いので、車での来庁はなるべくご遠慮くださし、。

C 



烏
帽
子
岳
が
望
一
め
る
上
回
バ
イ
パ
ス

(
秋
和
付
近
)

聞月pz 
日
宏(日}
~r_..tこ
ぷは
ン

マ
と
き

三
月
二
十
七
日
同
午
前

九
時
か
ら
午
後
三

時

マ

と

ニ
ろ

下
図
の
一
般
開
放
区
間
マ
内
容

①
開
放
区
間
を
自
由
に
見
学
で
き
ま

す
(
歩
行
者
の
み
)
②
同
時
に
バ
イ

パ
ス
沿
線
(
六
か
所
)
で
、
小
学
生
に

よ
る
記
念
植
樹
を
予
定
マ
そ
の
他

①
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
各
自

で
確
保
を
②
バ
イ
パ
ス
交
差
点
で

は
一
般
車
両
が
横
断
し
ま
す
。
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

3 
月六
30守
田空

開ι
通が
し
ま

-
一
般
車
両
開
放
は
午
後
3
時
純
分
か
ら

マ
と
き

三
月
三
十
日
附
午
後

一

時
三
十
分
マ
と
こ
ろ
同
バ
イ
パ

ス
蛇
沢
大
橋
東
側
(
住
吉
地
籍
)
マ

内
容
全
線
を
車
両
パ
レ
ー
ド
後
、

午
後
三
時
よ
り
市
民
会
館
で
記
念
式

典
マ
そ
の
他
見
学
希
望
の
か
た

は
、
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

-
問
い
合
わ
せ
国
道
バ
イ
パ
ス
課

(
内
線
1
5
6
1
)

子どもを交通事故から守る運動

3月27日.......4月5日

子どもの事故は、自転車乗用中を除けば、ほ

とんどが自宅周辺で発生しています。道路での

遊び、急、な飛ぴ出しをしないよう、子どもさん

に注意してあげましょう。運動の重点は--

q滞庁入学(園)児の交通事故防止
②学年末休み、新学期における事故防止

③通学(園)路の点検、整備

今回開通区間

上回バイパス(住吉・上塩尻間)案内図

5.6キロ

4.3キロ

5.37キロ

上田バイパス一期区間

( 3月27日)一般開放区間

。

市政テレビ「ふれあい上回」

3月26日に放映
市では、 3月26日午後2時30分から30分間、

市政テレビ番組、ふれあい上回、をSBCで放

映します。 今回のテーマは、「明日をひらくテク

ノポリス」。昨年12月に国の承認を受けた浅間テ

クノポリス計画が、今後どのように進められる

のかーなどを紹介します。どうぞご覧くださし、。

広報うえだ63.3. 16 [16] 
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